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講習会タイトル 形式 期間 
図書館利用案内 講義・演習 60分 
オープン端末・学内情報サービス利用案内 講義・演習 60分 
ディスカバリーサービス講習会 講義・演習 60分 
JapanKnowledge講習会 講義・演習 60分 
新聞・雑誌データベース講習会 講義・演習 60分 
和本入門 講義・実習 70分 
和本に親しむ 講義・実習 70分 
レポート作成に役立つ！図書・雑誌論文の探し方 講義・演習 60分 
便利に使おう！データベースで情報検索 講義・演習 60分 
授業に役立つ！かんたんレポート作成 講義・演習 60分 
使えて当たり前!?便利な関数あれこれ 講義・演習 60分 
知っていると違う！効率重視のプレゼン資料作成法 講義・演習 60分 
演習：企業情報収集法 講義・演習 60分 
和本～かたちから保存まで～ 講義・演習 60分 
Word2010 卒論の体裁を整える(1)～(3) 講義・演習 60分 






















































































指導者：受講者 映像制作目的 期間 
ゼミでの映像制作実習 
（千葉商科大学）[41] 




































































































































































機器操作 カメラの操作方法（三脚の使用法） 〇 
編集ソフトの操作方法 〇 
企画 企画立案の方法 × 






























































































































































































学習項目 形式 時間 
映像 メディア・リテラシー概念 講義 20分 
シーケンスの構成 講義 5分 
多義性 講義 5分 
映像と文章 講義 5分 
映像の意図 講義/視聴 20分 
機器操作 カメラの操作方法 実習 125分 
三脚の使用方法 実習 15分 
編集ソフトの操作方法 実習 125分 
撮影 撮影計画 講義/実習 30分 
サイズ 講義/視聴 5分 
構図 講義/視聴 5分 
パンニング、ズーム 講義/視聴 5分 
長めに撮影する 実習 5分 
編集 連続性 講義 15分 









対象は 1年生から 4年生の図書館学生アルバイト 20名である。名称は「映像撮影・編集
（基礎編）」とした。教材は以下の 4点である；①配布資料（講習会内容、脚本、作品紹介
シート、振り返りシート）、②撮影機器（ビデオカメラ：SONY HANDYCAM HDR-CX720、三脚）、




る。定員に満たない場合（欠席者が出た場合等）は職員が参加し、3 名で実施した。1 回 7
時間の講習会を 7月 4日から 8月 4日に合計 8回実施した。以下に表にまとめた（表 9）。 
 
3.2 実践手順 






























所用時間 420 分（7時間） 
実施期間 7 月 4日～8月 4日（計 8回） 
参加者 1 回の定員を 3名として実施（欠員が出た場合は職員が対応） 
映像撮影機器 ビデオカメラ：SONY HANDYCAM HDR-CX720 
三脚 




























9:30～ 15分 アンケート・オリエンテーション 講義 
 9:45～ 35分 映像（映像制作、映像と文章、カットとシーン、
画像・映像の意図） 
講義 
10:20～ 40分 映像・機器操作の体験 実習 
11:00～ 60分 撮影計画 実習 
13:00～ 90分 撮影 実習 
14:30～ 90分 編集 実習 
16:00～ 30分 上映会 実習 
16:30～ 30分 振り返り（映像制作で良くできた点・反省点を 
議論） 
実習 




































































































参加者番号 映像作品時間（秒） 使用カット数 
1 95 15 
2 75 17 
3 147 16 
4 150 18 
5 170 20 
6 143 22 
7 52 12 
8 150 17 
9 102 10 
10 122 15 
11 122 13 
12 125 13 
13 159 17 
14 105 9 
15 91 6 
16 126 9 
17 96 4 
18 94 13 
19 105 10 















図 6：2 シーン目冒頭（文学科 1 年） 図 7：2 シーン目冒頭（臨床心理学科 1 年） 



















































































実施時期 実施群：講習会前・講習会後・講習会 1か月後の 3回 
統制群：1日のうちの午前・午後、最初の質問紙調査から約 1か月後の 3回 
実施項目 質問内容は映像制作プログラムの内容を基にメディア・リテラシーの要素を
測定するものとして新たに作成（付録 3参照） 
質問項目 全 42項目（選択式：うち 28項目を 5件法、14項目を 4 件法とした） 
(1) 現在の知識（表 19） 
(2) ここ１カ月における意識（表 20） 
(3) 視聴観点（表 21） 
(4) 制作観点（表 22） 



































を取ったためである。その結果、撮影計画で予定していた 60分が約 32 分に短縮されたこ












15分 約 19分 アンケート・オリエンテーション 講義 
35分 約 57分 映像（映像制作、映像と文章、カットとシーン、
画像・映像の意図） 
講義 
40分 約 41分 映像・機器操作の体験 実習 
60分 約 32分 撮影計画 実習 
90分 約 82分 撮影 実習 
90分 約 114分 編集 実習 
30分 約 23分 上映会 実習 
30分 約 39分 振り返り（映像制作で良くできた点・反省点を 
議論） 
実習 



































































ると思われるもの 66 件のうち、約 7割の 47件が「創造する」能力に分類された。また、









記述 分類 記述数 備考 
良かった点 読み解く 17  
活用する 1  
創造する 23 制作意図 6、撮影 11、編集 12（※） 
反省点 読み解く 0  
活用する 1  
創造する 24 制作意図 4、撮影 16、編集 5（※） 
合計 66 読み解く 17 
活用する 2 
創造する 47 



































































評価 分類 記述内容 
反省 創造 一番伝えるべき部分が抜け落ちてしまった 
（対人・社会心理学科・4年） 
反省 創造 伝えるべきメッセージを映像に上手く盛り込めなかった 
（社会学科・3年） 



































 1回目 2回目 3回目 
実施群(n=19) 160.50(2.12) 412.50(0.71) 385.00(11.31) 
統制群(n=19) 137.50(0.71) 135.00(1.41) 148.00(0) 
調査実施タイミング F(2,4)=1142.58, p<.001 
プログラム実施の有無 F(1,2)=2881.56, p<.001 





施タイミングについての 1 要因の分散分析を行った結果、実施群では 1 回目よりも 2 回目
（p<.001）、1回目よりも 3回目（p<.05）の現在の知識の得点が有意に高かった。実施群で
は、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3 回目の現在の知識の得点が高く、2 回目から 1 か
月後の 3回目まで維持されていることが示された。一方、統制群では、1回目よりも 3回目



















4.2.3.2 「ここ 1か月の意識」に関する映像制作プログラムの効果の検討 











の間隔では、1回目よりも 2回目、1回目よりも 3回目のここ 1か月の意識の得点が有意に
















図 11：「ここ 1か月の意識」に関する平均数値の推移 
41 
 
表 20：「ここ 1か月の意識」についての分散分析の結果 
 
有意に高かった。実施群では、1回目よりも 2回目、1回目よりも 3回目のここ 1か月の意
識の得点が高く、2 回目から 1 か月後の 3 回目まで維持されていることが示された。一方、















隔では、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3 回目の視聴観点の得点が有意に高く、2 回目




についての 1要因の分散分析を行った結果、実施群では 1回目よりも 2回目（p<.05）、1回
目よりも 3 回目（p<.01）の視聴観点の得点が有意に高かった。実施群では、1 回目よりも
2 回目、1 回目よりも 3 回目の視聴観点の得点が高く、2 回目から 1 か月後の 3 回目まで維
持されていることが示された。一方、統制群では、視聴観点に有意差は見られなかった。 
ここ 1か月の意識 
 1回目 2回目 3回目 
実施群(n=19) 50.29(8.14) 88.29(7.97) 89.14(6.41) 
統制群(n=19) 47.57(4.58) 49.57(3.95) 47.14(3.89) 
調査実施タイミング F(2,24)=166.84, p<.001 
プログラム実施の有無 F(1,12)=90.43, p<.001 







 1回目 2回目 3回目 
実施群(n=19) 162.75(13.38) 359.00(55.97) 340.25(49.32) 
統制群(n=19) 144.00(22.26) 145.50(23.06) 153.75(22.26) 
調査実施タイミング F(2,12)=34.44, p<.001 
プログラム実施の有無 F(1,6)=77.87, p<.001 



























では、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3 回目の制作観点の得点が有意に高く、2 回目よ




についての 1要因の分散分析を行った結果、実施群では 1回目よりも 2回目（p<.01）、1回
目よりも 3 回目（p<.01）、2 回目よりも 3 回目（p<.05）の制作観点の得点が有意に高かっ









 1回目 2回目 3回目 
実施群(n=19) 177.00(10.39) 362.50(57.93) 345.50(42.62) 
統制群(n=19) 144.25(15.39) 147.75(17.27) 152.25(10.28) 
調査実施タイミング F(2,12)=66.45, p<.001 
プログラム実施の有無 F(1,6)=40.48, p<.001 





























 1回目 2回目 3回目 
実施群(n=19) 64.71(16.24) 137.43(38.31) 130.62(32.15) 
統制群(n=19) 54.90(8.84) 55.86(9.07) 58.29(10.97) 
調査実施タイミング F(2,80)=130.97, p<.001 
プログラム実施の有無 F(1,40)=75.12, p<.001 



















間隔では、1 回目よりも 2 回目、1 回目よりも 3 回目の学習項目の得点が有意に高く、2 回




ングについての 1要因の分散分析を行った結果、実施群では 1回目よりも 2回目（p<.001）、
1回目よりも 3回目（p<.001）、2回目よりも 3回目（p<.01）の学習項目の得点が有意に高
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付録 2：Movie Maker マニュアル（一部抜粋） 
３－１－２．キャプションをつける 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一度、設定したキャプションの文字の内容や効果を変更したい場合は、該当するキャプ
ションをダブルクリックすると編集が可能になります。 
 
 
キャプションを追加したい
画像を選んでクリック 
キャプションを修正します 
キャプションの効果をつけ
ることもできます 
３－２．写真、映像そのものに効果をつける 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バージョン 2012では、視覚
効果を同時に複数設定する
ことができます。 
効果をつけたい画像を選ん
で「視覚効果」クリック 
好みの効果をクリックする
ことで、画像や映像に効果を
つけることができます。 
３－３．写真、映像の切り替えタイミングで効果をつける 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真や映像の切り替えで効果をつけたい
場合は、切り替え後の画像を選んで「ア
ニメーション」クリック 
好みの効果をクリックする
ことで、写真や映像の切り替
えに効果をつけることがで
きます。 
３－４－１．表示時間を変える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示時間を変えたい画像を選んで「編集」
をクリック 
「再生時間」のドロップダウンリストか
ら表示時間を選択する。直接入力でも表
示時間を変更することができます。 
1 映像を見ているとき、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）を
あげることができる 
2 撮影をする際に、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）を撮影
するにはどうしたらよいのかを説明できる 
3 映像を見ているとき、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）と
そうでない映像の違いが分かる 
4 撮影をする際に、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）の撮影
ができる 
5 映像を見ているとき、映像の中の風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミ
ドルショット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）の特徴をそれぞれ
説明できる 
6 映像を見ているとき、映像の中の人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」
「ウエストショット」「バストショット」「クローズアップショット」）の特徴をそ
れぞれ説明できる 
7 映像を見ているとき、映像の中の人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」
「スリーショット」「グループショット」）の特徴をそれぞれ説明できる 
8 風景の撮影をする際に、風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミドルショ
ット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）の特徴をそれぞれ説明でき
る 
9 人物の撮影をする際に、人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」「ウエス
トショット」「バストショット」「クローズアップショット」）の特徴をそれぞれ説
明できる 
10 人数の撮影をする際に、人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」「スリーシ
ョット」「グループショット」）の特徴をそれぞれ説明できる 
11 映像を見ているとき、映像の中の風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミ
ドルショット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）のサイズがどこで
使用されているかが分かる 
12 映像を見ているとき、映像の中の人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」
「ウエストショット」「バストショット」「クローズアップショット」）のサイズが
どこで使用されているかが分かる 
13 映像を見ているとき、映像の中の人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」
「スリーショット」「グループショット」）のサイズがどこで使用されているかが分
かる 
14 風景の撮影をする際に、風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミドルショ
ット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）の撮影ができる 
15 人物の撮影をする際に、人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」「ウエス
付録 3：質問紙調査質問項目 
トショット」「バストショット」「クローズアップショット」）のサイズの撮影がで
きる 
16 人物の撮影をする際に、人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」「スリーシ
ョット」「グループショット」）のサイズの撮影ができる 
17 映像を見ているとき、映像の中のカメラワーク（「パン」「ズーム」など）を撮影す
るにはどうしたらよいのかが分かる 
18 撮影をする際に、カメラワーク（「パン」「ズーム」など）の特徴をそれぞれ説明で
きる 
19 映像を見ているとき、映像の中のカメラワーク（「パン」「ズーム」など）をどこで
用いているのかが分かる 
20 撮影をする際に、カメラワーク（「パン」「ズーム」など）の撮影ができる 
21 映像を見ているとき、カットとカットをどのように組み合わせればよいかについて
分かる 
22 映像制作をする際に、カットとカットをどのように組み合わせればよいかについて
説明できる 
23 映像を見ているとき、カットとカットの組み合わせがどのように効果的に使用され
ているのか分かる 
24 映像制作をする際に、カットとカットを組み合わせを効果的に使用することができ
る 
25 映像を見ているとき、制作者の意図と映像と映像の関係性について説明できる 
26 映像制作をする際に、自分の意図と映像の関係性について説明できる 
27 映像を見ているとき、制作者がどのような意図によってその映像を制作したのかを
読み取ることができる 
28 映像制作をする際に、自分の意図通りに制作ができる 
29 映像を見ているとき、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）か
どうか注意して見る 
30 撮影をする際に、フィックスショット（ブレない映像、傾いていない映像）が可能
か注意して撮影する 
31 映像を見ているとき、映像の中の風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミ
ドルショット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）のサイズの違いを
注意して見る 
32 映像を見ているとき、映像の中の人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」
「ウエストショット」「バストショット」「クローズアップショット」）のサイズの
違いを注意して見る 
33 映像を見ているとき、映像の中の人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」
「スリーショット」「グループショット」）のサイズの違いを注意して見る 
34 風景の撮影をする際に、風景のサイズ（「大ロング」「ロングショット」「ミドルショ
ット」「フルフィギュア」「クローズアップショット」）のサイズの違いに注意して
いる 
35 人物の撮影をする際に、人物のサイズ（「フルフィギュア」「ニーショット」「ウエス
トショット」「バストショット」「クローズアップショット」）のサイズの違いに注
意している 
36 人物の撮影をする際に、人数のサイズ（「ワンショット」「ツーショット」「スリーシ
ョット」「グループショット」）のサイズの違いに注意している 
37 映像を見ているとき、映像の中のカメラワーク（「パン」「ズーム」など）の違いを
注意して見る 
38 撮影をする際に、カメラワーク（「パン」「ズーム」など）の違いに注意している 
39 映像を見ているとき、カットとカットをどのように組み合わせればよいかについて
注意して見る 
40 映像制作をする際に、カットとカットをどのように組み合わせればよいかについて
注意している 
41 映像を見ているとき、制作者がどのような意図によってその映像を制作したのかを
注意して見る 
42 映像制作をする際に、自分の意図通りに制作ができているかに注意している 
 
